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Summary

　　Adermoid　cyst　appeared　in　the　floor　of　a　the　mouth　of　a　47－year－old　woman（Figs．1，2）．

Incision　of　the　resected　specimen（Fig．3）revealed　that　jt　contained　many　smali　globular

inclusions（Fig．4）．　The　cyst　wall　had　a　lining　of　stratified　squamous　epithelium　and

sebaceous　glands（Fig．5）and　fore▲gn　body　giant　cells（Fig．6）．　Therefore，　it　was　diagnosed

histopathologically　as　dermoid　cyst．　Histochemical　and　biochemical　analyses　about　the

globular　inclusions（Figs．4，7）showed　that　they　consisted　mainly　of　lipids　especially

cholesterol（Fig．10；Table　1）and　partly　of　proteins　excepting　collagen　fibers（Fig．9；

Table　2）and　polysaccharides（Fig．8）．

　本論文の要旨は，第4回松本歯科大学学会（例会）（昭和52年6月18日）および第22回日本口腔外科学会総会（1977年

10月23日）において発表された．（1978年4月27日受理）
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緒 言

　dermoid　cyst（皮様嚢胞，類皮嚢胞）は，外胚

葉に由来する嚢胞で，口腔領域でぱ口腔底部に好

発し，稀に口唇，頬部に発生することもある．

　本嚢胞は，角質変性した内容物と，嚢胞壁に皮

脂腺や汗腺，毛根などの皮膚付属器官を有してい

るのが特徴で，皮膚付属器官をもたないものは

epidermoid　cyst（表皮様嚢胞，類表皮嚢胞）と呼

ぱれ区別される．発現頻度は，dermoid　cystの方

が後者epidermoid　cystよりはるかに低い．

　今回著者らは，47歳女性の口腔底部に腫脹を来

たしたdermoid　cystの症例を経験し，病理組織

学的検索とあわせて，その特異な嚢胞内容物につ

いて，組織化学的および生化学的検索を試みたの

で，その概要を報告する．

症 例

　患者：藤○文○，47歳，女性

　初診：昭和52年3月26日

　主訴：舌下部の腫脹

　家族歴・生活歴：ともに特記事項はない．

　既往歴：4年前心臓肥大を指摘される．現在，

腎炎にて投薬中．

　現病歴1昭和51年夏頃，口腔底部に示指頭大の

無痛性腫脹に気付き，同時に発音障害を自覚する。

昭和52年2月，某歯料に義歯作製を希望して受診

したところ，同腫瘤の指摘を受け，本学を紹介き

図1　術前顔貌所見頓下にわずか｝に腫脹がある．

れ来院した．

　口腔外所見：顔貌は左右対称で（図1），僅かに

願部を前上方に突き出すと願下部にクルミ大の禰

慢性の腫脹があり，表面は正常皮膚色を呈してい

た．触診すると，皮膚および下在組織とは可動性

で，母指頭大の弾性軟の腫瘤を触れた．

　口腔内所見：口腔底正中部に小鶏卵大のi彌漫性

の腫脹があり，舌は前上方に押し上げられた様相

を呈していた．腫脹部の表面粘膜は健康色で滑沢

（図2），触診すると鶏卵大の腫瘤を認め，硬度は

弾性軟，粘膜とは可動性であった．E迫により凹

陥を呈し，口腔内外より双手診を行なうと，頓下

の腫瘤と一体であることが確認された．

k

図2　術前口腔内所見．舌下部にも腫脹がある．
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　臨床診断1　舌下一願下型皮様嚢胞

　処置：　昭和52年4月5日，N．LA麻酔ドに

て，口腔内より摘出手術を開始したところ，頓下

部においてド顎骨との癒着のため剥離が困難で

あったが，他の部では剥離は容易であった．腫瘤

は願舌骨筋にはさまれてくひれ，ちょうど口腔底

に向かって松茸様の形を呈していた．創は一部開
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図3　摘出物

図4　摘出物割面．直径1～3mmの球状物が充

　　満している．

放創としてガーttドレーンを挿入して手術を終了

した、術後1年経過するも再発の徴候ぱなく，経

過良好である．

　摘出物所見：腫瘤の大きさは約60×40×30

mm，55　gで淡赤色の被膜に被われ，やや固めの波

動をふれた（図3）．割を入れた所，白濁した漿液

の中に径が1～3mmの大小不同の黄白色の球

状物が現われた（図4）．

　病理組織学的所見：摘出物ぱ10％ホルマリン

固定パラフィン切｝｝’を1乍製し，H－E染色，　PAS

染色，Berrnett－SeliglnanのDDD染色を施して

鏡検した．またこの他に球状内容物を数個取り出

し，ゼラチン包埋凍結切片とし，Sudan　Black　B

およびOil　red　O染色を施した．

　裏装上皮は重層扁平上皮て上皮突起を持たず，

角質化の傾向が強い．きらに上皮直下には皮脂腺

が認められたが（図5），毛嚢や汗腺は発見できな

かった．嚢胞壁の一部に上皮が破壊され幼若な肉

芽が盛り上がったところがあり，ここに多核の異

物巨細胞が多数出現しているのが認められた（図

6）．嚢胞腔内の直径1～3mmの球状物には，パ

ラフィンVJ　H一においてもなお残存する同心円状の

線維様物を認め，これはH－E染色ではエオシンに

薄くビンクに染まり（図7），中性多糖類のための

PAS染色に弱陽性（図8），－SH，－S－S一基のため

のBerrnett－SeligmanのDDD反応にもわずかに

反応するだけである（図9）．しかし，球状物の周

囲をうめる好中球や壊死組織から成る物質は，こ

れらいずれの染色にも強く反応した（図7～9）．

きらi二，脂質（中性脂肪）のためのSudan　Black

B染色およぴOil　red　O染色を施したものでは球

状物は強く反応した（図10）．

　病理組織学的診断：dermoid　cyst

　嚢胞内球状物の生化学的所見：嚢胞内の球状物

を乾燥し，水分の定量を行なった後，Folch溶液

（Folch，　et　al．19574，）で抽出した，　Folch溶液

可溶性画分については，Franny－Amador　法

（Franny　and　Amador，19685．）で処理，コレス

テロールを定量し，シリカゲん29（1．3×2cm

）のカラムを用い，46mgの試料に対してクPロ

ホんム10mlで溶出した画分を単純脂質画分，ク

ロロホルムーアセトン（1：1）およびアセトン各

5mlで溶出した画分を糖脂質画分，ついでメタ

ノー・し10mlで溶出した画分をリン脂質画分とし

た．さらに，単純脂肪画分，糖脂質画分よOコレ

ステP一ル量を差し引き，各々中性脂肪・ワック

ス量，糖脂質量とした（表1）．

　さらに得られたFolch溶液不溶性・生食不溶

性物質をアセトンー＝一テルで乾燥後，6　N－HCl

で105C，24時間加水分解し，　JEOL－6AH全自

動アミノ酸分析装置およびJEOL－DK　Digital　In一

表1．
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図5：上皮突起をもたない重層扁平上皮，その下に皮脂腺が認められる．　（H－Eノ（×110）

図6：上皮は欠損し’好中球や多核巨細胞が多数認められる．　〈｝｛－E）（×110）

図7：嚢胞内球状物はパラフィン切片においてもなお同心円状に排列する線維様物を残存させている、

　　　（H－E　（×17）

図8：球状物の線維様物はPAS反応に弱陽性で・周囲の壊死細胞などは陽性である．（×17）

図9：球状物の線維様物のチオグリコー・レ酸前処理後のDDD反応はわずかに陽性である．一方裏装上皮

　　　の角質層に強く反応している（矢印、（×17）

図10：球状物はSudan　Black　Bに濃染する．（×17）
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表2．Folch溶液・生食不溶性画分のアミノ酸

　　　組成

ア　ミ　ノ　酸 本検体

　　　　　2［

綠o粘
件續

　　　10

¥皮

ヒ ドロキシリジン 0 0
一

リ ジ　　　　ン 103 71 50

ヒ ス　　チ　　ジ　　ン 28 19 12

ア ル　ギ　ニ　ン 49 86 88

ヒ ドロキシプロリン 0 0
　

ア スパラギン酸 94 88 73

ト レ　オ　　ニ　　ン 58 51 34

セ リ　　　　ン 84 62 165

グ ルタ　ミン酸 128 152 123

プ ロ　　リ　　ン 14 35 32

グ リ　　シ　　ン 92 59 99

ア ラ　　ニ　　ン 83 57
一

％ シ　　ス　　チ　　ン 12 10 31

ノミ リ　　　　ン 65 60 49

メ チ　　オ　　ニ　　ン 14 24 18

イ ソ　ロ　イ　シ　ン 33 50 68

口 イ　　シ　　ン 88 104 83

チ ロ　　　シ　　　ン 8 42 46

フ エニルアラニン 45 48 28

数値は残基数／1，000残基を示す．

tegratorでアミノ酸組成分析を行なったところ

表2の如き成績を得た．すなわち，脂質成分とし

てはコレステロールが最も多く，Folch溶液不溶

性・生食不溶性物質のアミノ酸組成では，グルタ

ミン酸含量が多く，シスチンおよびリジンもわず

かに含まれていた．しかしヒドロキシリジン，ヒ

ドロキシプロリンは全く検出されず，コラーゲン

の存在は否定された．

考 察

口腔領域に発生するdemoid　cyst（皮様嚢胞，

類皮嚢胞），epidermoid　cyst（表皮様嚢胞，類表

皮嚢胞）は他の領域に発生するものと同様に，胎

生期に迷入した外胚葉によるものであるといわ
　　　！れ，異論のないところである．

　病理組織学的には，嚢胞内面が重層扁平上皮に

より被われ，上皮下に皮脂腺，汗腺，毛髪，毛嚢

など皮膚付属器官を有するdermoid　cyst（皮様

嚢胞，類皮嚢胞）と，皮膚付属器官を全く有しな

いepidermoid　cyst（表皮様嚢胞，類表皮嚢胞）

および中胚葉あるいは内胚葉成分の混在する

teratoma　（奇型腫）との3種に分ける　Mayer

（19559｝）の分類が一般に支持されている．また

臨床診断においては，皮様嚢胞と表皮様嚢胞とは

区別せずに皮様嚢胞と総称することが多い（高

橋・大西，1952　i5））．今回の症例は重層扁平上皮の

下に皮脂腺を有していたことからderrnoid　cyst

と診断したが，かつて戸塚・塚野，（193917））は，

皮脂腺のみで，毛髪，毛嚢，汗腺を有しないもの

は中間型皮様嚢胞と呼ぶことを提唱しており，本

症例はまさにそれに相当する．

　現在までの統計的観察によれぽ，口腔領域では

epidermoid　cystが多く，dermoid　cystは少ない

1）3）8）13）16）19）．以下demoid　cystについて述べ

ると，発生部位については，口腔底に圧倒的に多

いとされており8｝　12）　19），その他顎骨，口唇等にみ

られる．さらに，口腔底に発生するものでは舌下

部あるいは願下部が多く，今回の症例のように顎

舌骨筋をこえて舌下より願下にわたる舌下一願下

型はきわめて稀である（西嶋ら，1976）10｝．発現

年齢については一般に，16～30歳が多いとされて

いるD3）　8）　12）16｝　19）が，　Meyer（1955）9）は，これ

はいわゆる皮脂腺，汗腺などの皮膚付属器官の発

育の最も活発な時期に嚢胞が発育するためであろ

うと述べている．しかし，本症の発生学的な見地

から考えて，新生児から高年齢者まで存在するの

は当然で，本邦においても，低年齢としては深谷

ら（1970）6）の生後50日の男児の症例や，円林ら

（1976）3）の1歳8ケ月の女児の症例がみられ，

また高年齢者の症例としては，河合ら（1965）8）

の52歳男性，山下ら（1973）19）の62歳女性の症

例などがある．今回の症例は，47歳であり比較的

高年齢の症例であるということができる．

　手術法については，口内法，口外法，さらに両

者併用法があり，玉利（1968）16）によれば，大半

が口内法によって行なわれていると記載されてい

る。今回の症例では，N．L．A．麻酔下にて口内法で

行なったが，本症例の如く，舌下一願下型において

はむしろ，口内法・口外法両者併用法を採用すれ

ば，局所麻酔下にて充分手術を終ることができた

のではないかと考える．

　嚢胞の内容物については、一般に脂肪，表皮剥

離屑，コレステロール結晶，毛髪などが含まれた
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黄白色のカユ状物（円林ら，19763｝），泥状物（下

里ら，1972　i2）），あるいはパター状物（上田ら，1975

18））といわれており，今回の症例の如く多数の球

状物が充満しているものは珍しく，わずかに“穎

粒状”として報告されたものを知るのみである（長

谷川ら，19727）；上田ら，197S　iS））．また，皮様嚢

胞の内容物の生化学的性状については，長谷川ら

　（1972）7）が行なっており，生食可溶性タンパク

質の含有とコレステロールの含有を推定し，脂肪

酸のガスクロマトグラフ分析によりパルミチン酸

が約60％を占めることを確かめた．さらに表皮様

嚢胞の内容液についても生化学的検索がなされて

いる（鈴木ら，197014｝）．そして，コレステロール

がもっとも多いことを認め，赤外線吸収スペクト

ル解析も試みている．今回著者らは，生食可溶性

タンパク質とコレステロールの定量を行ない，さ

らに生食不溶性タンパク質のアミノ酸組成の分析

を行なったが，球状物の内容は脂質成分としてコ

レステロールがもっとも多く，不溶性タンパク質

としてグルタミン酸が多いことやシスチンとリジ

ンの含有量などから，粘膜上皮あるいは表皮のア

ミノ酸と類似した軟ケラチンで構成されると考え

られる結果を得た．さらにシスチンが少ないこと

は，組織化学的所見で，チオグリコール酸で前処

理したDDD反応が弱陽性であったことに一致

し，これらは球状物が角質変性物を主体とするも

のでないことを示唆している．つまりこの球状物

は，角質変性物を基質としてそれに多量の脂質と

くにコレステロールが沈着したものということが

できる．

結 語

　1．47歳女性の舌下一願下部に発生した
dermoid　cystの1症例を経験した．

　2．病理組織学的には，嚢胞壁の裏装上皮は重

層扁平上皮で，その直下に皮脂腺を有していたが，

毛嚢や汗腺などは認められなかった．

3．嚢胞内に直径1～3mmの球状物が充満して

いたので，それの組織化学的および生化学的検索

を行ない，それが少量の角質変性物を基質とし，

コレステロールを主成分とする脂質が多量に沈着

したものであることを認めた．
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